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■
調

査
目
的

：
 

河
川

環
境
の
実
態
を

広
域

的
・
連
続
的
に

調
査

し
、
任
意
地

点
の

水
系

内
で

の
相

対
的

重
要

度
や

環
境

上
の

課
題

を
明

ら

か
に
す
る

と
と
も
に
、
川
づ
く

り
に
活

か
せ
る
成
果
を
得
る
。

 
■

テ
ー

マ
と

調
査
体

系
：

 

環
境

要
因
を
軸
と
し

た
「
水
質

」「
水

温
」「

海
と
川
の
連
続

性
」
「

森
と
川

の
連

続
性

」
「
流

れ
の
多

様
性

」
「

水
辺

の
エ
コ

ト
ー
ン

」
「
河

道
の
攪

乱
」

と
、
生

物
指

標
を

軸
と
し

た
「
多

様
性

」「
外
来
性
」「

希
少
性
」

を
テ
ー
マ
に
設
定

し
た
。

 
調
査

は
、
先
行
調
査
、
河

川
調
査
、
植
生
調

査
、
魚
類
・
底

生
動
物
調

査
か
ら
成
り
、
結
果
の

総
合
評
価
と
、
今
後
の
活
用

を
視
野
に

、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

、
Ｇ

IＳ
化
も
行
っ
た
。

 
県
下

の
主
要

14
水
系
で

、
Ｈ

14
～

17
年
度

に
実
施
し
た
。

 

〔
参
考
１

〕
用
語
の

意
味

 

生
活

空
間

：
動

物
の

生
息

空
間

と
植
物

の
生

育
空

間
を

一
つ

の
言
葉
で
表
現

し
た
も
の
。「

生
活
環
境

」
の
定
義

と
同
様
。

 
総

量
：
 

 
生

物
多

様
性

を
維

持
す
る

上
で

必
要

と
な

る
生

活
空

間
の

面
積

に
、

質
的

な
要

素
を

掛
け
合

わ
せ

た
値

。
多

様
な

在
来

種
が

持
続

的
に

生
活
で

き
る

環
境

の
維

持
に

努
め

て
い

く
上

で
の

努
力
目

標
と

し
て
用
い
る

。
 

質
：
 
 
 
生

物
の

生
活
空
間
の

状
態
。「

ひ
ょ
う
ご
の
川
・

自
然

環
境

調
査
」
の
テ
ー

マ
で

あ
る
「
場
（
環
境
）

の
状

態
」

と
「
場

を
特

徴
づ
け

る
種

（
生

物
）

の

数
」

の
両

面
で
評
価
す
る
。

 
量
：
 
 
 
“
質
”
に
関
す
る
評
価

の
指
標
を
も
と
に

抽
出

・

特
定

し
た

「
生
物

の
生

活
空
間

」
を

、
面

積
に

よ

り
定

量
化

を
め
ざ
す
。

 
 

 
 
 
 
生

息
･
生
育
可
能
な
範
囲
の

う
ち

、
重
要
な

場
所

と
し

て
抽

出
す

る
中

核
的

な
範

囲
（

co
r
e 

h
a
b
i
t
at
 
a
re
a
）
を
対
象
と
す
る

。
 

総
量
を
維

持
：
「
総

量
」
と
い
う
客
観
的

な
目
標
を
設
定

し
、

優
れ

た
「

生
物
の

生
活

空
間
」

を
確

保
し

て
、

事

業
に

よ
る

影
響
の
回
避
・
低
減

に
努
め
て
い

く
。

 

武
庫
川
水
系
に
生
息
・
生
育
す
る
生
物
及
び
そ
の
生
活
環
境
の
持
続
に
関
す

る
２
つ

の
原
則
に

つ
い
て

 

〔
参
考

２
〕
ひ
ょ

う
ご
の

川
・
自
然

環
境
調

査
 

２
．
２
つ

の
原
則
の

適
用
フ
ロ
ー

 

〔
参
考

３
〕
「
２
つ
の

原
則
」

に
係
る
専

門
検
討
会

 
 
 
 

氏
 
名

 
所
属

・
役
職

 

浅
見

 佳
世

 
㈱
里
と
水

辺
研
究

所
 取

締
役

 
兵
庫
県
立

大
学

 客
員
准
教
授

 

竹
林

 洋
史

 
京
都
大
学

防
災
研

究
所

 准
教
授

 

田
中

 哲
夫

 
兵
庫
県
立

大
学

 自
然
・
環
境
科

学
研
究

所
 准

教
授

 
兵
庫
県
立

人
と
自

然
の
博
物
館

 主
任

研
究
員

 

三
橋

 弘
宗

 
兵
庫
県
立

大
学

 自
然
・
環
境
科

学
研
究

所
 講

師
 

兵
庫
県
立

人
と
自

然
の
博
物
館

 主
任

研
究
員

 

 

【
原
則
１
】

流
域
内
で

種
の
絶

滅
を
招
か

な
い
 

 
 

●
武
庫

川
水
系
の

在
来
種

が
、
将
来

的
に
も
武

庫
川
水

系
で
持
続

的
に
生

息
・
生
育

し
う
る
こ

と
を
目

標
と
す
る

。
 

 
 

●
「
個

体
」
で
は

な
く
「

種
」
を
評

価
の
対
象

と
す
る

こ
と
で
、

自
然
環

境
に
対
す

る
対
応
策

の
自
由

度
を
増
や

す
。

 
 
●
治
水

を
優
先
す

る
必
要

が
あ
る
場

合
は
、

地
元
で
の

対
応
に
限

定
せ
ず

に
、
水
系

全
体
で

戦
略
的
に

自
然
環
境

に
配
慮

す
る
。
 

 
【

原
則
２
】

流
域
内
に

残
る
優

れ
た
｢
生
物
の

生
活
空
間

｣
の

総
量
を
維

持
す
る

 

 
 

●
優
れ

て
い
る
と

判
断
さ

れ
た
場
所

を
、
治
水

事
業
後

も
質

と
量
の
両

面
で
確
保

す
る
こ

と
を
目
標

と
す
る

。
 

 
 

●
優
れ

た
「
生
物

の
生
活

空
間
」

で
は
、

質
と
量
の

保
全
に

努
め
る
。

 
 
 

●
優
れ

た
場
所
を

数
値
に

よ
っ
て
定

量
化
し
、

客
観
的

な
判
断
を

す
る
。

 
定
量
化

さ
れ
た
総

量
を
維

持
す
る
こ

と
で
「

種
」
の
絶

滅
リ
ス
ク

を
軽
減

す
る
。

 
●

や
む
な

く
質
が
低

下
し
た

分
は
、
別

の
場
所
で

保
全
・

再
生
す
る

こ
と
で

総
量
を
維

持
し
、
治

水
対
策

と
環
境
対

策
の
両
立

を
図
る

。
 

１
．
２

つ
の
原

則
の
考
え

方
（
河
川

整
備
基

本
方
針
）

 

 

【
配

慮
を

検
討

す
べ

き
「

生
物

の
　

生
活

空
間

」
の

適
用

フ
ロ

ー
】

【
原

則
１

の
適

用
フ

ロ
ー

】
【

原
則

２
の

適
用

フ
ロ

ー
】

河
川

整
備

計
画

（
案

）
へ

の
位

置
づ

け

現
在
の

環
境
の

把
握
・

評
価

河
川

事
業

計
画

案
に

よ
る

影
響

の
評

価
と

保
全
・

再
生

方
策

等
の

検
討

河
川

事
業

計
画

案

(
1
)
武

庫
川

水
系

に
お

け
る

優
れ

た
「

生
物

の
生

活
空

間
」

を
複

数
の

視
点

か
ら

設
定

し
、

そ
の

広
域

的
範

囲
を

抽
出

(
3
)
配

慮
を

検
討

す
べ

き
「

生
物

の
生

活
空

間
」

を
改

善
す

る
た

め
の

方
策

の
妥

当
性

を
確

認

武
庫

川
水

系
の

生
物

の
生

活
環

境
と

生
息

・
生

育
状

況
を

把
握

 
（

Ｈ
1
5
年
度
に
実
施

し
た

「
ひ
ょ

う
ご

の
川
・
自
然

環
境

調
査
」

等
で

把
握

済
）

(
2
)
武

庫
川

水
系

で
着

目
す

る
種

の
分

布
を

把
握

(
2
)
武

庫
川

水
系

に
お

け
る

優
れ

た
「

生
物

の
生

活
空

間
」

の
中

核
的

範
囲

を
特

定
し

、
そ

の
総

量
を

評
価

(
1
)
武

庫
川

水
系

に
お

け
る

配
慮

を
検

討
す

べ
き

「
生

物
の

生
活

空
間

」
を

複
数

の
視

点
か

ら
設

定
し

、
そ

の
範

囲
を

特
定

(
1
)
武

庫
川

水
系

で
着

目
す

べ
き

生
物

の
種

を
抽

出

(
3
)
河

川
事

業
計

画
案

に
よ

り
影

響
を

受
け

る
種

を
評

価
(
3
)
河

川
事

業
計

画
案

に
よ

り
受

け
る

影
響

量
を

算
定

(
4
)
種

の
絶

滅
を

招
か

な
い

た
め

の
方

策
を

検
討

(
4
)
中

核
的

範
囲

の
総

量
を

維
持

す
る

た
め

の
方

策
を

検
討

(
2
)
河

川
事

業
計

画
案

を
踏

ま
え

て
、

配
慮

を
検

討
す

べ
き

「
生

物
の

生
活

空
間

」
を

改
善

す
る

た
め

の
方

策
を

検
討

(
5
)
原

則
１

を
守

る
た

め
の

方
策

の
妥

当
性

を
確

認
(
5
)
原

則
２

を
守

る
た

め
の

方
策

の
妥

当
性

を
確

認

2
5
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